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The purpose of this research was to predict participation in dance recitals by university 
students who had not had experience with dance up to that point from their sense of 
flow and intention to participate, as well as to clarify factors to promote dance activities 
in university students.  In order to achieve this purpose, I constructed and examined 
a model that supposed the experience of flow in dance classes would be an influence 
on participation in future dance activities for learners.  As a result of this examination, 
this model of “Flow Experience → Participation in Recital” obtained a good degree of 
adaptation.  From this, the importance of the following was demonstrated for dance 
classes taking into consideration the continuity of lifelong education:  Establishing clear 
goals; A means to maintain the optimal standards in learners; and, Meeting the conditions 



















































































































































2 ～ 8 ２．ダンスにチャレンジ：みんなで課題を解決しよう！
9 ～ 11 ３．習得した技・ステップと構成の工夫を基にして作品作り


































































2時間目／15時間 3時間目／15時間 4時間目／15時間 5時間目／15時間 6時間目／15時間 7時間目／15時間























































































































































































































１ 自己目的的経験  1） 10） 19） 29）
２ 最適水準の知覚  2） 9） 21） 35）
３ 集中感  3） 22） 26） 33）
４ 自我意識の喪失  4）  8） 12） 15）
５ 時間感覚の変容  5） 20） 24） 25）
６ 明確な目標  6） 18） 23） 36）
７ 有能さのフィードバック  7） 28） 32） 34）
８ 支配感 11） 13） 27） 30）














については、モデル適合度指標であるGFI（Goodness of fit index）、AGFI 
（Adjusted Goodness of fit index）、CFI (Comparative fit index）、RMSEA(Root 















質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
α係数 0.947 0.835 0.879 0.856 0.929
21その時に必要とされた技能を十分持っていると感じていた 0.959 −0.063 0.000 −0.029 −0.119
14私は思うように自分の身体を動かしていた 0.910 0.079 −0.322 0.070 0.021
2難しい状況でも対応するだけの技能をもっていた 0.897 −0.143 −0.150 0.129 −0.046
16何をしようかと考えなくても自然に正しい動きができた 0.800 −0.165 0.077 −0.036 0.081
31身体を無意識のうちに（自動的）に動かしていた 0.800 0.003 0.006 0.153 −0.131
17考えることなく、無意識的、自動的に動いていた 0.795 −0.041 0.034 0.011 −0.036
30自分自身のことは自分でコントロールできると感じていた 0.726 0.100 −0.075 0.049 0.059
35私の技能と、その時に必要な技能は高いレベルでつり合っていてた 0.721 0.027 0.274 −0.055 −0.122
32自分が上手にできることはわかっていた 0.716 −0.110 0.313 −0.151 0.009
28どのように上手くできているかわかっていた 0.688 0.361 0.066 −0.275 −0.043
9私はみんなと同じ程度の技術を持っていると信じていた 0.652 −0.099 −0.011 0.176 0.072
7どうすれば上手にいくか、良い考えを持っていた 0.562 0.284 0.013 −0.101 0.025
12自分を心配することがなかった 0.500 −0.100 0.079 −0.088 0.448
22努力しなくても起こっていることに集中できた 0.378 −0.009 0.179 −0.014 −0.003
23何をしたいのか分かっていた −0.044 0.989 0.034 −0.099 −0.093
6自分の成し遂げたいものは何かわかっていた −0.089 0.956 0.082 −0.100 −0.028
36私は自分のやりたいことは何か、強く意識していた −0.052 0.881 0.085 0.034 −0.111
18自分の目標ははっきりしていた −0.042 0.871 −0.026 −0.062 0.103
33私の全ての意識は、やっていることに集中していた 0.084 0.644 −0.020 0.172 −0.003
26その時やっていたことに完全に集中していた 0.018 0.535 −0.102 0.322 0.114
3私は完全に集中していた 0.156 0.527 −0.210 0.213 0.211
15自分を良く見せようという気持ちにならなかった 0.116 −0.378 0.105 −0.210 0.372
25スローモーションで起こっているように感じた −0.010 −0.068 0.856 −0.061 −0.062
5時間がとまっているかのように感じられた −0.153 0.030 0.739 0.119 0.143
11完全に支配しているような感覚だった 0.071 0.074 0.586 −0.060 0.099
20時間が遅くなったり速くなったり、変化しているように感じた 0.042 −0.096 0.583 0.343 −0.023
24時間の過ぎ方が普段と違っているように感じた −0.068 0.071 0.469 0.455 −0.114
34どれくらい上手にできているか気づいていた 0.305 0.222 0.422 −0.071 0.021
27出来事は、自然に起こっているように感じられた 0.342 0.033 0.418 0.152 0.009
13起こっていることは全て、自分でコントロールしていると感じていた 0.256 0.155 0.328 −0.031 0.170
10とても楽しい経験であった −0.043 −0.072 0.065 0.844 −0.021
29私は本当に楽しかった −0.004 0.028 0.035 0.837 −0.021
19その時のフィーリングが素晴らしく、また味わってみたい 0.279 0.159 0.012 0.493 0.054
1私を素晴らしい喜びに導いてくれた 0.142 0.188 0.037 0.428 0.051
8他人が私をどう思っているかなどは気にならなかった −0.069 0.023 0.045 −0.028 0.956
4他人が自分をどう思っているか心配することはなかった −0.055 0.026 0.017 0.063 0.919
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
Ⅰ － 0.604 0.592 0.450 0.616
Ⅱ － 0.370 0.617 0.457























































平均 標準偏差 １ ２ ３ ４ ５ ６
１．技能への自信とフィードバック 3.43 0.60 −
２．明確な目標と集中感 3.92 0.46 0.61 *** −
３．時間感覚の変容 3.44 0.60 0.71 *** 0.54 *** −
４．自己目的的経験 4.47 0.43 0.55 *** 0.64 *** 0.49 *** −
５．自意識の喪失 3.80 0.83 0.58 *** 0.52 *** 0.52 *** 0.41 *** −





　 フ ロ ー ５ 因 子 が ダ ン ス 発 表 会 参 加 に 及 ぼ す 影 響 を 検 討 す る た め
に、共分散構造分析におけるパス解析を行った。モデル修正指標によ












１ ２ ３ ４ ５ ６
１．技能への自信とフィードバック − .669 *** .734 *** .575 *** .580 *** .698 ***
２．明確な目標と集中感 .510 *** − .708 *** .750 *** .519 *** .734 ***
３．時間感覚の変容 .637 *** .256 − .548 *** .509 *** .641 ***
４．自己目的的経験 .533 *** .434 *** .379 ** − .514 *** .618 ***
５．自意識の喪失 .543 *** .505 *** .439 *** .170 − .465 ***
６．ダンス発表会参加意思 .651 *** .784 *** .368 ** .413 ** .398 ** −
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